
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

第５学年 道徳科学習プログラム（２学期） 

高学年としての役割を自覚し，よりよい学級や学校をつくろう 

ねらい 集団における自分の役割を自覚し，責任を果たそうとする態度を養う。 

学習過程 

児童の意識の流れ 体験活動，家庭・地域との連携 道徳科 教科・領域等 時期 

高学年として，自分の役割に責任をもち， 

よりよい学校生活をつくっていこう。 

道徳科「父の仕事」 

Ｃ 勤労，公共の精神 

 働くことの意義やそれ

に伴う責任について理解

し，集団や社会のために役

立とうという心情を育て

る。 

 

道徳科「真由，班長になる」 

Ｃ よりよい学校生活，集

団生活の充実 

 よりよい学校生活・集団

生活とは何か，そこで自分

は何をすべきかについて

具体的に考えることを通

して，その集団すべての人

が幸せな気持ちで過ごせ

ることを目指そうとする

態度を養う。 

学級活動 

「実りのある宿泊体験

にしよう」 

 クラスの中で必要な

役割を担うことで，集団

の一員としてクラスを

支えているという自覚

をもつとともに，当番の

仕事を責任をもって果

たそうとする心情を育

てる。 

宿泊体験活動 

 体験活動を通して，規律

を守って行動したり友達

と協力して活動したりす

る態度を育てる。 

クリーン活動 

 地域の清掃活動を通し

て，主体的に自分の責任を

果たそうとする心情を育

てる。 

委員会活動 

 高学年として，学校を

支えているのは自分た

ちであるということに

気付くとともに，委員会

の仕事を，責任をもって

やろうとする心情を育

てる。 

 集団の中での役割は自

分しかできないことだか

ら，責任をもってやり遂げ

よう。 

 集団生活を送るために

大切なことは何かな。 

社会の中でも自分の役

割を果たしたり，決まりを

守って行動したりしたい

な。 

 学校のリーダーとして，

よりよい学校を目指して

いきたいな。 

９
月
・
１
０
月 


